
まず最初に、2022年3月期第１四半期の決算の概要についてご説明します。ご説明する資料は５枚

ほどですので、その後の質疑を中心にお話しさせていただければと思います。

それでは、１ページ目からお話をさせていただきます。



Ｑ１の業績サマリーです。

売上高は2,135億円、営業利益は92億円、営業利益率は4.3％、以下の利益項目はご覧のとおりで

す。対前年で売上高は846億円の増収、営業利益は221億円の増益となりました。後ほど産業機械事

業、自動車事業に分けてそれぞれ概略をご説明申し上げます。

また、コメントのとおり為替が円安方向に動いていることも追い風です。為替の影響は、売上高で約95億

円、営業利益では約25億円でした。
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2ページ目は、営業利益の推移をブリッジしたものです。まず大きなところ、251億円の増益は、物量とミッ

クスです。為替と売価の増減を除いた純粋な売上高の増額は約750億円で、その増益効果は約300億

円です。また、自動車、産機の事業ミックスや地域ミックスといった若干のミックスの悪化がありました。さらに

棚卸資産の未実現利益等、棚卸資産の評価で25億円程度の損の影響がありました。

調達費の増減については、期初にご説明しましたとおり、鉄鋼材料を中心とした原材料の上昇を見通し

に織り込んでいましたが、それがこの3カ月で、約12億円コストプッシュとして効き始めました。それに対し、外

部調達費のコストダウンが10億円ほどあり、合計でマイナス2億円となりました。

売価増減では、まず売価ダウンが5億円ほどありました。それに対し、コメントでは原材料費上昇の売価転

嫁としていますが、市況を受けた産機の値上げ活動の効果が約6億円ありました。それらを合わせて１億円

の益出しの効果が出ました。

まだ3カ月ですので、大きな増減は見えませんが、原材料費の上昇は当初年間で60億円と見ていました

ものの、足元の景況を見ると、もう一段のアップは覚悟しなければいけないと考えています。また、それを受け

て売価への転嫁等も織り込み、現時点では業績の修正をするには至っていませんが、これらは当社の活動

の上でポイントと言えそうです。

費用増減は、対前年で約67億円の増加となりました。一番大きいのは、人件費の50億円です。その他

償却費、設備費等が７億円の増加、販売管理費が10億円ほど増加しました。そのうち物流費が約４億

円増加しました。人件費の増加のうち概ね35億円は、前期は各国政府等からの助成金が入っていました

ので、その差額です。残りの差額15億円は物量対応に向けた人員の投入と、通例のベースアップや定昇、

賞与の増加によるものです。

為替は1ページ目で申し上げたとおり約25億円の増益で、持分法利益、その他営業費用を含めて当第

1四半期の営業利益は92億円になりました。
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3ページ目は産業機械事業です。

売上高は前年同期で40.6％増収の822億円。内訳として、産業機械軸受は681億円、精機製品は

141億円です。セグメント利益は、対前年で72億円増益の65億円でした。

産業機械事業のサブセクターでは、足元、工作機械や半導体製造装置といった、設備投資関連が非常

に活況を呈しています。半導体製造装置から始まり、その後工作機械の受注も続伸してきています。国内

の投資、海外においても中国の投資が足元で火がついてきていましたし、当初中国のEMSへの設備投資

が牽引してきたと見られていましたが、自動車関連も含めて幅広く設備投資熱が戻ってきていると見ていま

す。

数表の右側に示していますのが、３カ月ごとの売上高および営業利益、営業利益率を示したグラフです。

右端が足元の数字、売上高822億円、営業利益率7.9％です。ご覧のとおり、過去24カ月、シクリカルな

動きや前年同期のように、コロナの影響を大きく受けて減収したことがありますが、当第1四半期の売上高

822億円は、まずまず景気が回復してきたことを示しているものと見ています。
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4ページ目が自動車事業になります。

売上高は、対前年同期で84.5％増収し1,217億円。内訳として、軸受が645億円、自動車部品

572億円。それぞれ対前年で80％超えの回復を示すことができています。セグメント利益は17億円と、黒

字に転換することができました。

ページの下段にコメントをしていますが、グローバル自動車生産台数の推移を見ると、足元の４-６月期

は、当社の調べで約1,880万台と見ています。これは、前年同期で49％の増加です。このうち、当社にとっ

て大きなお客様である日系のOEMは71％増加しており、日系がいち早くこの状況から抜け出し、成長局

面に入っていることが見て取れます。これを前提としても、当社の軸受事業、自動車部品事業ともに87.8

％、81％の増加ですので、市場の動きを上回る増収を記録することができています。

一方、半導体不足の影響も受けています。数表右のチャートをご覧いただくと視覚的にわかりやすくなって

いると思います。足元の第１四半期の売上高は、直近の第４四半期から減収しています。ここがまさに半

導体不足の影響で、自動車生産が減少したことが表れています。当第１四半期の影響として、当社が捉

えているところでは、約220万台の生産減だったと見ています。期初、皆様方にお話し申し上げたときに、当

第１四半期で約100万台の減産影響を受けると想定していましたので、その差分の減収が出てきたと見て

います。
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最後のページは、足元の状況を簡単にまとめたものです。

５月11日の決算発表時点で開示しました当期の見通しは、まだ修正するところまで来ていないと見てい

ます。また、それを前提としまして、１株当たり25円の配当も現時点では据え置きにしています。

産業機械事業、自動車事業の足元の景況、動きにつきましては、若干コメントをしていますが、前ページ

までで申し上げたところに集約されます。

３つ目の原材料価格と輸送費、物流費の上昇は、今後コストプッシュの増加に効いてくると見ています。

こちらは後ほど質疑の中でお答えしていきたいと思います。

それから、何といっても新型コロナの感染が、東南アジアなど足元で再拡大をしていて、このリスクが高まって

きていることを感じています。当社につきましては、東南アジアではマレーシアにあるE&Eのミニチュアボールベ

アリングの生産拠点などが、ロックダウンの影響等を受けて若干の操業停止といった期間もありました。現時

点では回復をしていますが、それらの減収減益効果もこの第１四半期に一部含まれているということを、併

せてご報告いたします。

以上、３カ月の決算概要のご報告です。ありがとうございました。
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